
伊
藤
久
志
提
出

学
位
申
請
論
文
（
課
程
博
士
）

『
近
代
日
本
都
市
社
会
集
団
の
研
究
』
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
の
要
旨

本
論
文
は
、
明
治
前
期
か
ら
戦
後
ま
で
の
都
市
社
会
集
団
、
具
体
的
に
は
地
縁
集
団
と
職
縁

集
団
に
つ
い
て
、
近
世
社
会
を
前
提
と
し
つ
つ
在
来
都
市
に
お
け
る
組
織
の
在
り
方
と
変
容
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
、
三
部
構
成
、
九
章
と
序
章
・
終
章
か
ら
な
る
。

課
題
と
方
法
を
述
べ
る
序
章
で
は
、
近
代
に
お
け
る
町
内
会
、
同
業
組
合
・
事
業
協
同
組
合

に
つ
い
て
概
観
し
、
第
一
に
集
団
内
部
に
お
け
る
有
力
者
と
非
有
力
者
の
関
係
、
第
二
に
時
期

と
し
て
安
定
的
制
度
が
形
成
さ
れ
る
明
治
前
期
、
町
内
会
・
同
業
者
団
体
双
方
に
大
き
な
変
化

が
あ
っ
た
昭
和
戦
中
期
の
二
つ
の
時
代
、
さ
ら
に
第
三
に
社
会
集
団
が
カ
バ
ー
す
る
空
間
に
留

意
し
て
分
析
す
る
と
す
る
。
第
一
部
「
地
縁
集
団
論
１
（
個
別
町
を
中
心
に
）」
で
は
、
地
方
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都
市
・
大
都
市
に
お
け
る
近
世
以
来
の
個
別
町
の
在
り
方
を
時
代
を
追
っ
て
検
討
し
、
第
二
部

「
地
縁
集
団
論
２
（
連
合
町
を
中
心
に
）」
で
は
、
地
縁
集
団
の
う
ち
の
連
合
町
の
近
代
に
お

け
る
存
在
を
、
東
京
・
大
阪
の
氏
子
組
織
を
通
じ
て
検
証
し
、
第
三
部
「
職
縁
集
団
論
」
で
は
、

同
業
組
合
・
実
業
組
合
連
合
会
・
商
業
組
合
と
い
う
職
縁
集
団
に
つ
い
て
論
じ
る
。

第
一
章
「
明
治
前
期
地
方
都
市
の
個
別
町
編
成
―
川
越
を
事
例
と
し
て
―
」
で
は
、
川
越
町

の
中
心
部
で
あ
る
南
町
の
内
部
構
成
を
検
討
す
る
。
町
内
部
は
店
借
も
含
む
広
義
の
町
内＝

五

人
組
と
町
入
用
な
ど
を
負
担
す
る
家
持
に
限
る
狭
義
の
町
内＝

ク
ミ
ア
イ
の
二
重
構
造
か
ら
な

っ
て
い
た
が
、
維
新
後
、
狭
義
の
町
内
が
表
店
借
家
人
な
ど
を
取
り
こ
ん
で
拡
大
し
、
町
内
社

会
は
家
持＝

有
力
者
と
借
家
人＝
非
有
力
者
か
ら
な
る
同
居
型
組
織
へ
と
転
換
す
る
。
町
入
用

帳
の
検
討
な
ど
に
よ
り
、
個
別
町
は
生
活
共
同
体
維
持
、
親
睦
行
事
な
ど
を
中
心
と
す
る
よ
う

に
な
る
こ
と
、
近
世
末
期
か
ら
の
流
動
化
が
明
治
前
期
に
い
っ
そ
う
進
み
、
個
別
町
と
各
戸
を

結
ぶ
中
間
組
織
の
重
要
性
が
高
ま
り
、
借
家
人
層
が
取
り
込
ま
れ
て
町
構
成
が
平
準
化
し
、
有

力
者
と
非
有
力
者
同
居
型
の
集
団
へ
と
変
化
す
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
す
る
。
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第
二
章
「
明
治
末
期
〜
大
正
初
期
の
町
総
代
会
」
で
は
、
明
治
末
期
以
降
多
く
の
地
域
で
結

成
さ
れ
た
町
総
代
会
の
性
格
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
町
総
代
会
は
、
町
当
局
の
諮
問
機
関
的
役

割
と
い
う
性
格
と
同
時
に
、
大
正
初
期
に
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
先
駆
的
役
割
を
持
つ
と
評

価
さ
れ
て
き
た
が
、
姫
路
市
、
静
岡
市
、
下
関
市
の
事
例
な
ど
を
検
討
し
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
運

動
の
先
駆
、
非
有
力
者
寄
り
と
い
う
評
価
は
当
た
ら
ず
、
有
力
者
寄
り
で
あ
っ
た
と
す
る
。

第
三
章
「
昭
和
期
の
都
市
地
縁
集
団
再
編
と
単
位
町
内
会
」
は
、
部
落
会
町
内
会
整
備
要
項

に
よ
っ
て
個
別
町
の
規
模
と
性
格
が
ど
う
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
。
個
別
町
は
法

律
的
機
能
を
失
っ
た
が
、
町
内
会
の
平
準
化
が
進
み
な
が
ら
不
可
欠
の
地
縁
集
団
と
し
て
存
続

し
、
個
別
町
よ
り
も
小
さ
い
共
同
体
も
広
範
に
存
続
す
る
。
昭
和
十
五
年
の
訓
令
に
よ
っ
て
全

戸
加
入
型
と
な
り
、
大
都
市
の
旧
市
街
、
編
入
地
域
に
よ
る
個
別
町
の
平
均
戸
数
の
違
い
、
地

方
都
市
で
は
三
つ
の
編
成
方
法
を
確
認
す
る
。
個
別
町
内
部
は
完
全
に
標
準
化
し
、
十
戸
内
外

の
隣
保
班
が
組
織
さ
れ
る
。
昭
和
二
十
二
年
に
町
内
会
は
廃
止
さ
れ
る
が
、
実
質
的
に
再
編
・

存
続
す
る
。
戦
後
の
町
内
会
に
つ
い
て
は
、
平
準
化
が
進
ん
で
同
居
型
の
組
織
に
な
る
が
、
保
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守
的
伝
統
も
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
四
章
「
明
治
期
東
京
市
の
町
組
織
形
成
と
氏
子
集
団
」
は
、
明
ら
か
で
な
い
と
い
う
戦
前

東
京
市
の
個
別
町
の
動
向
を
日
枝
神
社
の
氏
子
組
織
か
ら
検
討
す
る
。
東
京
市
の
近
世
的
町
内

会
は
明
治
二
十
年
こ
ろ
ま
で
に
解
体
し
、
日
清
戦
後
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
再
組
織
さ
れ
た
と

さ
れ
る
が
、
三
新
法
体
制
期
に
は
旧
小
区
、「
部
」
が
氏
子
総
代
の
選
出
単
位
に
な
り
、
市
制

施
行
期
に
は
個
別
町
が
氏
子
町
総
代
の
選
出
単
位
と
な
り
、
さ
ら
に
個
別
町
を
束
ね
る
連
合
町

組
織
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
に
旧
小
区
、
区
会
議
員
の
選
挙
区
「
部
」
が
充
て
ら
れ
、
氏
子

大
総
代
の
選
出
単
位
と
な
る
。
彼
ら
の
多
く
は
『
紳
士
録
』
に
掲
載
さ
れ
る
名
望
家
で
あ
り
、

彼
ら
が
神
社
運
営
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
五
章
「
明
治
期
大
阪
市
の
町
組
織
形
成
と
氏
子
集
団
」
は
、
明
治
二
十
五
年
に
負
担
学
区

が
制
度
化
さ
れ
、
そ
れ
が
町
運
営
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
大
阪
市
に
お
い
て
、
そ
れ
以
前

の
個
別
町
・
連
合
町
の
在
り
方
な
ど
を
大
阪
天
満
宮
の
社
務
所
日
記
に
よ
り
検
討
す
る
。
天
満

宮
も
「
回
勤
」
や
氏
子
総
代
選
出
単
位
と
し
て
小
区
と
重
な
る
連
合
町
を
利
用
し
、
そ
れ
が
次
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第
に
負
担
学
区
と
な
り
、
個
別
町
に
は
世
話
掛
が
設
置
さ
れ
て
い
っ
た
。
個
別
町
が
寄
付
金
納

入
主
体
、
代
表
者
設
置
の
単
位
と
な
っ
て
神
社
運
営
に
大
き
な
役
割
を
持
ち
、
連
合
町
も
中
間

組
織
と
し
て
不
可
欠
だ
っ
た
と
す
る
。

第
六
章
「
昭
和
期
の
都
市
地
縁
集
団
再
編
と
町
内
会
連
合
会
」
で
は
、
四
大
都
市
と
地
方
都

市
に
分
け
て
連
合
町
組
織
の
変
遷
を
検
討
す
る
。
江
戸
時
代
の
町
組
組
織
は
維
新
期
に
消
滅
す

る
が
、
新
た
な
連
合
町
組
織
が
で
き
、
大
阪
・
京
都
で
は
負
担
学
区
、
東
京
で
は
部
制
と
な

る
。
地
方
都
市
で
は
町
組
そ
れ
自
体
が
発
達
し
な
い
が
、
都
市
の
拡
大
に
伴
っ
て
行
政
と
個
別

町
を
つ
な
ぐ
中
間
組
織
の
要
請
が
高
ま
り
、
組
織
さ
れ
て
い
く
。
戦
後
も
町
内
会
連
合
会
が
存

続
す
る
が
、
昭
和
四
十
年
代
以
降
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
の
展
開
ま
で
は
、
連
合
会
は
注
目
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
。

第
七
章
「
明
治
期
大
都
市
の
同
業
組
合
形
成
―
薬
業
組
合
を
事
例
と
し
て
―
」
で
は
、
大
阪

・
京
都
の
薬
業
組
合
を
取
り
上
げ
、
近
世
と
対
比
し
て
検
討
す
る
。
近
世
株
仲
間
の
研
究
史
を

踏
ま
え
、
さ
ら
に
明
治
期
の
同
業
組
合
に
関
す
る
藤
田
貞
一
郎
氏
の
研
究
に
基
づ
き
、
株
仲
間
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は
問
屋
層
を
頂
点
と
す
る
業
態
ご
と
の
分
離
型
だ
っ
た
が
、
準
則
組
合
は
平
準
化
・
業
態
複
合

化
が
進
み
、
組
合
区
域
も
市
域
全
体
へ
と
拡
大
す
る
。
し
か
し
卸
商
は
内
部
に
独
自
の
組
合
を

設
け
、
紛
争
解
決
機
能
・
決
済
な
ど
に
つ
い
て
独
自
の
取
り
決
め
を
行
い
、
身
分
制
的
格
差
を

維
持
し
て
い
た
と
す
る
。

第
八
章
「
明
治
後
期
〜
大
正
初
期
の
実
業
組
合
連
合
会
」
で
は
、
東
京
と
富
山
市
の
商
業
会

議
所
、
実
業
組
合
連
合
会
の
活
動
を
比
較
し
、
活
動
が
有
力
者
寄
り
か
、
非
有
力
者
寄
り
か
を

検
討
す
る
。
組
織
・
活
動
を
新
聞
記
事
で
丹
念
に
追
い
、
東
京
は
商
議
所
も
実
連
も
別
格
で
あ

り
、
大
戦
前
は
有
力
商
人
の
利
害
を
反
映
し
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
先
駆
的
存
在
と
は
評
価
し
得

な
い
が
、
地
方
都
市
の
場
合
は
、
実
連
が
商
議
所
の
役
割
を
代
位
し
、
小
売
商
の
利
害
を
反
映

す
る
非
有
力
者
寄
り
の
組
織
で
あ
っ
た
と
す
る
。

第
九
章
「
昭
和
期
の
職
縁
集
団
再
編
」
で
は
、
昭
和
初
期
に
設
立
さ
れ
る
工
業
組
合
、
商
業

組
合
が
戦
時
期
の
再
編
を
経
て
戦
後
の
事
業
協
同
組
合
に
ど
う
つ
な
が
る
の
か
を
検
討
す
る
。

商
業
組
合
は
小
売
商
中
心
の
組
織
と
な
り
、
戦
時
中
分
離
型
組
合
を
全
国
に
組
織
し
、
維
新
以
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来
の
平
準
化
・
業
態
複
合
化
が
放
棄
さ
れ
る
。
戦
後
組
織
さ
れ
る
事
業
協
同
組
合
は
分
離
型
の

組
合
と
な
り
、
製
造
業
・
卸
売
業
の
形
態
変
化
と
も
相
ま
っ
て
、
フ
ラ
ッ
ト
な
平
準
型
の
組
織

と
な
り
、
区
域
も
広
域
化
し
て
い
っ
た
と
す
る
。

終
章
で
は
、
第
一
部
か
ら
第
三
部
ま
で
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
本
論
文
の
結
論
を

三
点
に
亙
っ
て
ま
と
め
て
い
る
。

論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

本
論
文
は
、
明
治
維
新
か
ら
戦
後
ま
で
の
都
市
内
部
の
地
縁
集
団
、
職
縁
集
団
の
基
礎
単
位

か
ら
連
合
組
織
ま
で
を
、
東
京
な
ど
の
大
都
市
、
川
越
市
な
ど
の
在
来
中
小
都
市
、
大
都
市
の

氏
子
組
織
の
編
成
と
活
動
、
薬
種
商
仲
間
と
い
っ
た
事
例
に
即
し
、
ま
た
諸
調
査
な
ど
に
よ
っ

て
そ
れ
ら
の
特
色
と
推
移
を
明
ら
か
に
す
る
。

具
体
的
な
機
能
に
重
点
を
置
く
の
で
は
な
く
、
組
織
の
特
色
、
そ
の
な
か
で
も
中
間
的
組
織

─ ７ ─



と
い
う
従
来
注
目
さ
れ
ず
、
見
え
に
く
い
組
織
に
焦
点
を
当
て
、
組
織
の
さ
れ
方
、
在
り
方
を

明
ら
か
に
し
、
近
世
か
ら
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
、
ま
た
戦
後
社
会
、
現
在
の
地
縁
・
職

縁
組
織
に
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
論
文
で
あ
る
。

全
体
の
分
析
を
通
じ
、
結
論
の
第
一
と
し
て
、
近
世
後
期
か
ら
の
流
動
化
を
前
提
と
し
て
、

明
治
前
期
の
身
分
制
解
体
、
独
占
否
定
に
よ
り
地
縁
集
団
・
職
縁
集
団
と
も
平
準
化
が
進
展

し
、
さ
ら
に
戦
中
期
の
集
権
的
行
政
、
配
給
統
制
を
効
率
的
に
行
う
た
め
に
平
準
化
が
い
っ
そ

う
進
み
、
そ
れ
が
戦
後
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
第
二
と
し
て
、
地

縁
、
職
縁
集
団
と
も
平
準
化
が
進
行
す
る
が
、
戦
中
期
を
通
じ
て
地
縁
集
団
は
同
居
型
、
職
縁

集
団
は
分
離
型
の
組
織
に
帰
結
し
、
戦
後
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
く
と
す
る
。
第
三
に
、
昭
和

戦
中
期
以
降
、
地
縁
集
団
で
は
連
合
町
の
形
成
、
職
縁
集
団
で
は
広
域
化
と
い
う
、
地
縁
・
職

縁
と
も
広
域
化
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

町
方
・
神
社
・
組
合
な
ど
の
一
次
史
料
、
同
時
代
の
全
国
紙
・
地
方
紙
の
豊
富
な
新
聞
記

事
、
官
庁
統
計
、
多
く
の
地
方
史
誌
類
を
駆
使
し
、
歴
史
学
・
経
済
史
学
・
社
会
学
・
民
俗
学
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な
ど
の
豊
富
な
先
行
研
究
の
読
み
込
み
を
前
提
に
、
地
縁
・
職
縁
集
団
の
近
世
か
ら
近
代
に
至

る
変
化
、
組
織
の
在
り
方
、
特
色
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
現
在
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
機
能
・

役
割
と
い
う
見
え
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
側
面
で
は
な
く
、
組
織
の
在
り
方
、
組
織
の
中
で

も
中
間
組
織
に
焦
点
を
当
て
る
な
ど
、
対
象
自
体
が
難
し
い
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
一
次
史

料
に
基
づ
く
分
析
と
結
果
は
説
得
的
で
あ
り
、
ま
た
新
聞
や
各
種
報
告
な
ど
に
基
づ
く
中
間
組

織
の
編
成
や
活
動
な
ど
の
分
析
の
結
果
も
整
合
的
で
あ
り
、
論
者
が
示
し
た
結
論
は
合
理
的
な

も
の
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。

た
だ
、
い
く
つ
か
の
基
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
、
よ
り
深
め
る
べ
き
論
点
が
残
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
一
つ
は
、
近
世
社
会
と
近
代
社
会
を
同
一
の
視
点
に
よ
っ
て
連
続
的
に
評
価
で
き
る

か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
近
世
は
集
団
が
単
位
に
な
り
、
近
代
は
個
人
が
単
位
に
な
る
と
い
う

基
本
的
な
枠
組
み
の
相
違
を
抜
き
に
し
て
、
平
準
化
・
同
居
型
と
い
っ
た
同
一
の
物
差
し
で
、

直
線
上
で
論
じ
る
こ
と
が
妥
当
な
の
か
否
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

第
二
に
、
論
者
は
日
本
近
代
の
都
市
社
会
集
団
の
組
織
の
在
り
方
を
テ
ー
マ
と
し
、
分
析
対
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象
を
職
縁
集
団
と
地
縁
集
団
と
す
る
が
、
都
市
社
会
集
団
に
つ
い
て
も
、
ま
た
職
縁
・
地
縁
に

つ
い
て
も
本
格
的
な
議
論
を
展
開
し
て
い
な
い
。
都
市
社
会
集
団
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
縁
」

に
よ
っ
て
成
立
す
る
集
団
が
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
職
縁
は
「
職
」
を
核
に
す
る
の
で
と

ら
え
や
す
い
が
、「
地
」
を
核
に
す
る
集
団
と
は
「
個
別
町
」「
連
合
町
」
だ
け
な
の
か
と
い
う

疑
問
も
生
じ
る
。
論
者
の
意
図
は
集
団
の
機
能
・
役
割
を
具
体
的
に
示
す
の
で
は
な
く
、
集
団

の
組
織
の
在
り
方
を
解
明
す
る
と
い
う
、
社
会
学
的
な
関
心
が
強
い
点
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
都

市
社
会
集
団
そ
の
も
の
、
職
縁
集
団
・
地
縁
集
団
と
は
何
な
の
か
、
と
い
っ
た
議
論
が
必
要
で

は
な
か
っ
た
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

以
上
の
二
つ
は
、
論
者
に
と
っ
て
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
な
分
析
の
中

で
、
よ
り
深
め
ら
れ
る
べ
き
点
は
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

一
つ
は
、
町
総
代
会
や
実
業
組
合
連
合
会
な
ど
の
分
析
結
果
と
し
て
示
さ
れ
る
、「
有
力
者

寄
り
」「
非
有
力
者
寄
り
」
と
言
っ
た
団
体
・
組
織
の
分
類
で
あ
る
。
分
類
す
る
に
と
ど
ま
る

の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、
何
に
結
び
つ
く
の
か
ま
で
の
議
論
が
ほ
し
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い
。
第
二
に
、
個
別
町
・
連
合
町
の
規
模
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
る
が
、
規
模
を
論
じ
る

こ
と
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
、
十
分
に
説
得
的
で
な
い
。
第
三
に
、
神
社
が
氏
子
組

織
の
た
め
に
従
前
の
個
別
町
や
旧
小
区
を
活
用
し
た
、
個
別
町
と
行
政
を
結
ぶ
た
め
に
中
間
的

組
織
が
必
要
だ
っ
た
と
い
っ
た
指
摘
は
あ
る
が
、
個
別
町
は
氏
子
組
織
以
外
に
ど
の
よ
う
な
面

で
活
用
さ
れ
た
の
か
、
戦
中
で
は
な
く
戦
前
の
中
間
組
織
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
の
か
、
と
い
っ
た
議
論
が
な
さ
れ
な
い
の
は
、
隔
靴
掻
痒
の
感
を
否
め
な
い
。

以
上
、
基
本
的
な
点
、
論
述
の
中
で
深
め
る
べ
き
点
な
ど
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
注
文
は
あ

る
が
、
論
証
の
経
過
、
論
述
内
容
に
つ
い
て
指
摘
す
べ
き
点
は
な
い
。
地
縁
集
団
・
職
縁
集
団

の
近
世
か
ら
戦
後
に
至
る
ま
で
の
変
遷
、
組
織
の
在
り
方
、
そ
の
中
で
も
中
間
組
織
に
焦
点
を

当
て
つ
つ
論
じ
、
い
く
つ
か
の
明
確
な
傾
向
を
検
出
し
た
も
の
は
他
に
類
を
見
な
い
。

よ
っ
て
本
論
文
の
提
出
者
伊
藤
久
志
は
、
博
士
（
歴
史
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
資
格
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
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平
成
二
十
七
年
二
月
十
四
日

主
査

國
學
院
大
學
教
授

上

山

和

雄

◯印

副
査

國
學
院
大
學
教
授

根

岸

茂

夫

◯印

副
査

東
京
大
学
大
学
院
教
授

鈴

木

淳

◯印
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伊
藤
久
志

学
力
確
認
の
結
果
の
要
旨

左
記
三
名
が
各
専
門
分
野
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
学
力
確
認
の
試
験
を
行
っ
た
結
果
、
博
士
（
歴
史

学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
学
力
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
四
日

学
力
確
認
担
当
者主

査

國
學
院
大
學
教
授

上

山

和

雄

◯印

副
査

國
學
院
大
學
教
授

根

岸

茂

夫

◯印

副
査

東
京
大
学
大
学
院
教
授

鈴

木

淳

◯印
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